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ありのままの形で次世代へ
８月22日㈭・23日㈮　下鍜冶屋集落

伝統の獅子踊りを披露
８月27日㈫　福田集落

子ども神輿で集落に笑顔を
８月26日㈪　下新保集落

　あらかわ地区の獅子踊りのルーツとされる下鍜冶屋
獅子踊り。この日は、三匹獅子による「火まつり」や「つ
ぼやま」など、先人から受け継がれてきた伝統の踊り
が披露されました。
　上下鍜冶屋獅子踊保存会の冨樫実行委員長は「地域
の宝である獅子踊りをありのままの形で次世代へ継承
していきたい。」と力強く話してくれました。

　天候に恵まれたこの日、集落では伝統の三匹獅子踊
りが披露されました。演目は「おかざき」「弓くぐり」「花
すえ」の３つ。地元の小・中学生、高校生が伝統を引
き継いでいます。獅子が訪れると、平日にも関わらず
地域の人たちが集まって、獅子が舞う様子をにっこり
と眺めていました。

　毎年、集落の神楽にあわせて子ども神輿が行われて
います。小学生以下の子どもたちが神輿を担ぎ、約１
時間半をかけて集落を練り歩きます。今年は約40人の
子どもたちとその保護者が参加しました。集落PTAの
島田和幸さんは「私が小学生の頃に始まった行事だと
思います。これからも続けてもらい、地域を元気にし
てほしい。」と話していました。
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　このコーナーは、市内の協働の取り

組みや話題・活動などを紹介します。
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大切な命を失わないために
８月31日㈯　市民ふれあいセンター

研修の成果を報告しました
８月29日㈭　交流の館「八幡」

企業と連携して地域づくりを模索
８月27日㈫～29日㈭　交流の館「八幡」ほか

　自殺予防をテーマとした「第８回村上・岩船地域の
医療を考えるフォーラム」が開催され、地域の現状や
取り組みなどが報告されました。専門医による講演で
は、自殺の原因となるうつ病について、その特徴や早
期発見のための留意点、発症後の対応などが分かりや
すく伝えられ、参加者は真剣に聴き入っていました。

　７月16日から観光や接客業などの研修をしていた
台湾省実践大学の学生２人が、１か月半の研修を終え、
その報告会が行われました。
　研修を終えた李

り
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え い

婷
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さんは、「地域の皆さんが温か
く受け入れてくれてうれしかった。身のある研修がで
きました。」と感想を述べていました。

　結婚式場やレストランなどを経営する企業による
CSR活動（※）が、今年も山北地区で行われました。
今回は、農業体験やワークショップを通して企業と連
携した地域づくりについて意見交換をしました。地域
の産物を利用した新商品の開発が提案されるなど、充
実した交換会となりました。
※	CSR活動とは、企業が社会に対して責任を果たし、
社会とともに発展していくための活動をいい、代表
的なものに地域課題への取り組みや環境への取り組
みなどがあります
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